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64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：30）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが
2. 利用者の２/３くらいが

　（別紙４）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：32.33）

61

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：38.39）

1. ほぼ全ての利用者が

62

4. ほとんどいない

3. たまにある

利用者は、日常的に戸外へ出かけている
（参考項目：51）

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：20.40）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～5７で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

1. ほぼ全ての利用者が

69

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：40）

1. ほぼ全ての利用者が

67

3. 家族等の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う70

4. ほとんどできていない

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 家族等の２/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

1  自己評価及び外部評価結果

4071401568

法人名 協栄興産　株式会社

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号
お一人おひとりにしっかり向き合って、その方がこれまでどのように暮らしてこられたのか、
今どのように暮らしておられるのか、その方の思いに寄り添っていけるように努めていま
す。したいことが自由にできるように、思いを自由に言えるような雰囲気作りをし、積極的に
関わることで、その方のお好きなこと、得意なこと、できることを見出し、役割を持っていきい
きとその方らしく日々の暮らしを送れるように支援しています。

事業所名 ふれあいの家　百道

〒814-0006　福岡県福岡市早良区百道3丁目１３番３０号　℡ 092-833-8082

グループホームに馴染みの人や地域の人々が
訪ねて来ている
（参考項目：2,22）

4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

3. あまり増えていない
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどない

1. ほぼ全ての家族等が

3. 職員の１/３くらいが

1. 毎日ある

66
3. たまに

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

2. 家族の２/３くらいと
3. 家族の１/３くらいと

65

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,21）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての家族と

1. ほぼ全ての職員が

68

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

2. 職員の２/３くらいが

60

3. 利用者の１/３くらいが

1. 大いに増えている
2. 少しずつ増えている

3. 利用者の１/３くらいが

所在地

自己評価作成日 令和元年０６月１３日評価結果確定日令和０１年０５月０２日

1. ほぼ全ての利用者の
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：25.26.27）

3. 利用者の１/３くらいの
2. 利用者の２/３くらいの

所在地

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

 福岡県北九州市小倉北区真鶴２丁目５番２７号　　　　　　℡ 093-582-0294

 特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

評価機関名

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/40/index.php基本情報リンク先

項　　目

「ふれあいの家 百道」は、室見川河口にほど近い環境に恵まれた閑静な住宅地の中で１５年前
に開設された２ユニット定員１８名のグループホームである。管理者が町内会の役を引き受け、
町内の会議にも地域の一員として参加している。毎月訪れる保育園児との交流や音楽セラ
ピー、アロマセラピー、陶芸教室での活動等、楽しみ事に取り組んでいる。協力医療機関の医師
の月２回の往診と病院看護師（毎週訪問）、介護職員の連携による２４時間安心の医療体制や
職員手作りの食事の提供、気持ちのこもった丁寧な対応と穏やかな雰囲気が、１０年、１２年と利
用者の長い入居年数に繋がっている。「その方が望んでいる事はその時に」をモットーに、利用
者の言葉を傾聴し共感する職員の誠実な姿に、家族から感謝と大きな信頼が寄せられている、
「ふれあいの家　百道」である。

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

59

4. ほとんどない

訪問調査日

58

令和 元 年０５月３０日

特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会



外部研修に参加したり、高齢者虐待防止をテーマに内部研
修を行っており、「尊厳あるその方らしい生活の実現」を目指
すことが高齢者虐待防止につながり、「気付き」が虐待の深
刻化を防ぐことを学び、伝達研修でスタッフ一人一人に伝え
ている。新人職員については、個別に先輩職員が「介護サー
ビスマニュアル」に沿って指導にあたり、スタッフは日頃より
利用者に敬意を払って接するようにし、虐待までは行かなく
ても、相手に不快な思いをさせていないかを振り返り、対応
の改善に取り組んでいる。

年4回の身体拘束廃止委員会を開催し､事例検討を行ってい
る｡また､年2回は身体拘束廃止をテーマに内部研修を行って
いる｡ミーティングにおいて､伝達研修を行い､新人職員につ
いては､個別に先輩職員が法人独自の｢介護サービスマニュ
アル｣に沿って指導にあたり､身体拘束を行うことによる弊害
を認識し､自施設の利用者が自由に思いを伝え､自由に行動
できているか､職員一人一人が振り返るようにしている｡

2か月に1回、日頃の利用者の様子について、その変化や対
応についての報告、家族アンケートの結果報告と取り組み、
レクリエーション等の行事報告、職員の研修報告、外部評価
報告、実地指導報告、火災避難訓練見学等を行っており、い
きいきセンター職員、民生委員、利用者の家族、職員の参加
を得て、家族からの疑問・意見をサービスの向上に活かして
いる。









日々の生活の様子は、関わった際の会話を交えて介護記録
に記録し、就業前にはその介護記録に目を通し情報を共有
している。また、いつもと違う変化については、介護記録をは
じめ、申し送りノートや口頭での申し送りにて伝えている。こ
れらの情報はアセスメントにも記載され、介護計画やケアの
実践に活かされている。また、日勤帯（黒）、夜勤（赤）、医療
（青）、家族・知人（緑）と見やすく色分けしている。










